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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究は、金属酸化物ナノワイヤ表面に分子形状を記憶させ、これが多様な分子群に対し堅牢な分子

識別機能を持つことを実証するとともに、ケモレジスタセンサと組み合わせ、集積化ハイブリッド分子

センサの構築を当面の目標としながら、最終的には、集積化センサの１０２４個のアレイ化を目指して

いる。 

これまでに、アレイ化も含め、この目標に向かって着実に研究を進めている。特に、ナノワイヤ表面

が標的とする分子形状を記憶するメカニズムを明らかにし、さらに５種類の類似化合物を識別する能

力を見いだした点は、学術的にも工学応用的にも評価できる。また、実際に肺がんマーカーであるノナ

ナールの検出を従来よりも１００倍高感度化するなど、医療診断技術への貢献も期待できる。 


